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一
月
十

一
日
に
開
催
さ
れ
た

多
摩
地
区
消
防
出
初
式
。
会
場

だ

っ
た
、
よ
み
う
リ
ラ
ン
ド
の

ラ
ン
ド
ド

ツ
グ
な
ど
、
協
力
団

体
の
か
わ
い
い
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

た
ち
も
登
場
し
ま
し
た
。

田
部

吉
報
　
所

獅
　
　
脚

成
摩
　
井

平
多

多
摩
消
防
団
　
団
長

松
澤
　
喜
義

新
年
を
迎
え
、
謹
ん
で
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
（）
昨
年
は
各

町
会
を
は
じ
め
、
消
防
関
係
団
体
の
皆
様
に
は
大
変
お
世
話
に

な
り
ま
し
た
（）
大
き
な
火
災
や
災
害
も
少
な
く
、
年
が
明
け
て

恒
例
の
多
摩
地
区
消
防
出
初
式
も
無
事
に
終
了
で
き
ま
し
た
。

近
年
、
大
規
模
地
震
や
温
暖
化
な
ど
、
自
然
災
害

へ
の
備
え

が
重
要
に
な

っ
て
い
ま
す
。
早
め
に
訓
練
を
積
み
、
体
験
を
身

に
付
け
て
、
少
し
で
も
被
害
を
軽
く
し
た
い
も
の
で
す
。

本
年
が
明
る
く
輝
か
し
い
年
で
あ
り
ま
す
よ
う
、
皆
様
の
御

健
勝
と
御
多
幸
を
心
よ
り
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

多
摩
消
防
署
　
署
長

石
井
　
敏
幸

消
防
団
員
の
皆
様
に
は
、
平
素
よ
り
多
摩
区
の
安
全
と
安
心

の
確
保
に
御
尽
力
さ
れ
、
感
謝
と
敬
意
を
表
す
る
次
第
で
ご
ざ

い
ま
す
（）

ま
た
、
消
防
団
員
の
御
家
族
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
も
、

昼
夜
を
問
わ
ず
消
防
団
活
動
に
励
む
団
員
の
皆
様
に
、
深
い
御

理
解
と
御
支
援
を
い
た
だ
き
、
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

本
年
も
、
多
摩
区
が
安
全
で
安
心
に
暮
ら
せ
る
街
と
な
る
よ

う
、
消
防
団
と
消
防
署
が

一
致
団
結
し
て
対
応
す
る
所
存
で
ご

ざ
い
ま
す
の
で
御
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

結
び
に
、
消
防
団
員
及
び
御
家
族
皆
様
の
御
健
勝
と
御
活
躍

を
祈
念
い
た
し
ま
し
て
、
年
頭
の
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

平
成

二
十
五
年
　
多
摩
区
消
防
出
初
式
受
賞
者

（敬
称
略
）

市
長
表
彰

永
年
勤
続
功
労
消
防
団
員

生
田
分
団
　
　
　
副
分
団
長

　

木
下
　
新

一

生
田
分
団
　
　
　
副
分
団
長

　

萱
守
重
次
郎

生
田
分
田
　
　
　
　
部
長

　

　

石
川
　
秀
明

稲
田
分
田
　
　
　
　
部
長

　

　

田
村
賢
太
郎

生
田
分
団
　
　
　
　
班
長
　

　

齋
藤
　
嘉
章

稲
田
分
団
　
　
　
　
班
長
　

　

溝
江
　
光
宣

生
田
分
団
　
　
　
　
団
員

　

　

鈴
木
　
洋

生
田
分
団
　
　
　
　
団
員

　

　

中
山
　
昭
二

生
田
分
団
　
　
　
　
団
員

　

　

源
　
　
洋

一

稲
田
分
団
　
　
　
　
団
員

　

　

中
野
　
昌
彦

稲
田
分
団
　
　
　
　
団
員

　

　

吉
澤
　
久
裕

優
秀
消
防
分
団
　
　
　
　
　
稲
田
分
団

多
摩
消
防
団
長
表
彰

勤
務
成
績
優
秀
消
防
団
員

生
田
分
田
　
　
　
　
部
長

稲
田
分
団
　
　
　
　
班
長

勤
務
成
績
優
良
消
防
団
員

生
田
分
団
　
東
生
田
班
　
　
　
団
員
　
横
山
　
口日
弘

中
央
生
田
班
　
　
団
員
　
吉
川
　
和
位

長
沢
班
　
　
　
　
団
員
　
山
下
　
洋
平

大
作
班
　
　
　
　
団
員
　
佐
藤
　
直
孝

稲
田
分
団
　
菅
班
　
　
　
　
　
団
員
　
小
塚
　
正
紀

菅
班
　
　
　
　
　
団
員
　
原
島
　
卓
也

中
野
島
班
　
　
　
団
員
　
山石
渕
　
友
久

登
戸
班
　
　
　
　
団
員
　
中
野
　
俊
憲

宿
河
原

ｏ
堰
班

　

団
員
　
一九
木
　
博
之

長
尾
班
　
　
　
　
団
員
　
平
糠
　
毅

退
職
消
防
団
員

元
稲
田
分
団
　
　
班
長
　
　
井
口
　
栄
二

元
稲
田
分
団
　
　
班
長
　
　
白
石
　
孝

元
稲
田
分
団
　
　
班
長
　
　
上
原
　
新
三

元
稲
田
分
団
　
　
班
長
　
　
一局
橋
　
大
介

元
稲
田
分
団
　
　
団
員
　
　
板
橋
　
虫只
史

元
稲
田
分
団
　
　
団
員
　
　
森
澤
　
達
也

元
稲
田
分
団
　
　
団
員
　
　
丸
野
　
秀
樹

元
稲
田
分
団
　
　
団
員
　
　
加
藤
　
賢
二

元
稲
田
分
団
　
　
団
員
　
　
一死
木
　
幸

一

元
稲
田
分
団
　
　
団
員
　
　
久
保
　
和
大

多
摩
防
火
協

会

長
表
彰

消
防
功
労
部
隊

生
田
分
団

大
作
班
、
稲
田
分
団

宿
河
原

・
堰
班
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平
成

二
十
四
年
二
月
八
日
、

日
本
消
防
会
館

に
お

い
て
、
増

田
朝
光
副
団
長
が
、
消
防
庁
長

官
表
彰

（
永
年
勤
続
功
労
章
）
を
受
賞
さ
れ
ま

し
た
。

四
月
二
十

一
日
、

川
崎
市
消
防
総
合
訓

練
場
に
お
い
て
、
本

年
も
有
事
に
備
え
る

た
め
、
小
型
動
カ
ポ

ン
プ
及
び
付
属
品
、

消
防
ホ
ー
ス
、
ポ

ン

プ
積
載
車
な
ど
の
総

合
点
検
を
実
施
し
ま

し
た
。

四
月
二
十

一
日
、

多
摩
消
防
署
に
て
辞

令
交
付
式
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

ま
た
、
機
動
部
隊

の
隊
旗
が
松
澤
団
長

か
ら
寄
贈
さ
れ
、
機

動
部
隊
隊
長
の
井
田

哲
芳
副
団
長
に
授
与

さ
れ
ま
し
た
。

川
崎
市
内
の
各
消
防
団
に
対
し
、
装
備
品
の
拡
充

が
進
め
ら
れ
ま
し
た
。
東
日
本
大
震
災
が
発
生
し
た

際
の
経
験
を
ふ
ま
え
、
全
団
員
を
対
象
に
無
線
通
信

機
と

ヘ
ッ
ド
ラ
イ
ト
が
貸
与
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
各
班
に
は
多
摩
消
防
署
な
ど
と
の
交
信
が

可
能
な
、
Ｍ
Ｃ
Ａ
無
線
が
配
備
さ
れ
ま
し
た
。
通
信

試
験
も
頻
繁
に
行
わ
れ
、
新
し
い
装
備
に
慣
れ
て
使

い
こ
な
す
た
め
に
、
訓
練
が
続
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
に
よ
り
、
非
常
時
の
通
信
連
絡
体
制
が
大
幅
に

強
化
さ
れ
ま
し
た
Ｇ

川
崎
市
で
は
小
学
校
４
年
生
を
対

象
に
、
火
の
取
り
扱

い
の
危
険
性
や

防
火

・
防
災
の
大
切
さ
を
学
ん
で
も

ら
う
た
め
に

「み
ん
な
が
消
防
士
」

の
授
業
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

多
摩
消
防
団
で
は
、
各
班
が
消
防

署
員
と
共
に
地
域
の
小
学
校
に
出
向

し
、
消
防
機
材
の
説
明
や
実
演
な
ど

を
行
い
、
火
災
に
対
す
る
注
意
を
呼

び
か
け
ま
し
た
。

6月 5日 、宿河原の二ヶ領せせ らぎ館付近の多
摩川河川敷において実施 された訓練に、区関係局
と共に消防団員約百名が参加 しま した。上の う作
成などの他に、機動部隊が重機を使 っての訓練 も

行なわれま した。

具 加
を稲

｀

使 田協
い分力｀

団 し
消中て
火野ま
栓島い
と班 り
つでま
なは し
げ

｀
たれ

葵塞
°
壱雀

謄義 亀需
蒙ぞ 像亀

署

す中 で町
るに は会

融謹 饉苫
各鳥 謗基
ビ頂 言誉
じる 共に

ち賛 |ミ意
ボ  団防
ツ 員災
ク が訓
ス 積練
の 極が
中 的開

経 豪誉

参
加
し
た
子
供
た
ち
は
、

消
防
車
両
や
機
材
を
見
て
触

れ
る
な
ど
消
防
を
身
近
に
体

験
で
き
る
こ
と
を
喜
び
、
そ

の
操
作
方
法
な
ど
に

つ
い
て

積
極
的
に
質
問
を
し
て
い
ま

し
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

火
災
の
な
い
安
全
な
暮
ら

２

し
が
で
き
る
よ
う
に
、
大
人

．

に
な

っ
て
も
こ
の

「み
ん
な

が
消
防
士
」
で
学
ん
だ

こ
と

を
、
い
つ
ま
で
も
忘
れ
ず
に

い
て
欲
し
い
と
思
い
ま
す
。

七
月
二
十
九
日
、
宮
前
区
大
蔵
の
消
防
総
合
訓
練
場
に
お

い
て
、
稲
田
分
団
操
法
大
会
が
開
催
さ
れ
、
各
班
の
小
型
ポ

ン
プ
操
法
と
小
隊
訓
練
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

訓
練
は
夜
間
が
多
い
た
め
、
な
か
な
か
体
験
で
き
な
い
日

中
の
明
る
さ
や
周
囲
の
視
線
を
受
け
る
緊
張
の
な
か
、
各
選

手
が
訓
練
の
成
果
を
見
せ
て
い
ま
し
た
。

一
週
間
後
に
多
摩
大
会
を
控
え
、
各
番
手
の
審
査
担
当
者

に
よ
る
模
擬
採
点
も
行
わ
れ
ま
し
た
。
終
了
後
に
渡
さ
れ
た

採
点
表
を
見
て
、
各
チ
ー
ム
は
自
分
達
の
操
法
演
技
を
振
り

返
り
、
さ
ら
な
る
操
法
技
術
の
向
上
に
励
み
ま
し
た
。

水
防
訓
練

・
水
難
救
助
訓
練


